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　Concerning　the　consciousness 　of　body　shape 　of　Japanese　students 　in　the　Kyushu 　area ，　an 　investiga−

tion　was 　made 　on 　598　males 　and 　557　females　ranging 　in　age 　from　l8　to　29　from　the 　viewpoint 　of 　differ−

ences 　between 　the　sexes ，　The 　results 　were 　as　follows：1）The　degree　of　satisfaction 　with 　their　own 　body
proportions 　is　lower　in　fema且es　than 　in　males ．　The 　principal　body 　parts　with 　which 　over 　50 ％ of　sub −

jects　are 　dissatisfied　are　body　height，　upper 　limb　girth　and 　bust　girth　in　males ，　and 　ali　the　body　parts

in　females．2）Males　and 　females　differ　on 　what 　constitutes 　the　ideal　female　body　shape ．　Females　desire
leaner　bodies　than　 males 　desire　for　them ．3）According　to　correlation 　analysis ，　the 　rcgression 　lines　of

the　ideal　body　weight 　to　ideal　height　show 　a　bias　toward 　leanness　in　females，　while 　the 　regression 　line

for　males 　is　centrally 　situated　in　the　normal 　range 　based　on 　BMI．
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　 1．緒　　言

　 ヒ トの 身体 に 対す る 意識 は ，国，民族，時代，世代 ，

性別 な ど に よ り異 なり，また，環境 に よ っ て も変化す

る ．例 えば，食糧の 乏 しい ，あ る い は逆 に 豊かな時代

や 地域 とで はそれらの 意識 は自ず と異 な っ た もの とな

る ，理 想とす る 身体像は 服飾の 流行 とも密接な関係が

認 め られ る．西洋 の 服装 史を 例 に と る と，ウ エ ス トの

極端に細い 服 が流行する と，コ ル セ ッ トを使 っ て 細い

ウ エ ス トの 身体 が 作 ら れ ，ま た，ハ イ ウ エ ス トの シ ュ

ミ
ーズ ・ドレ ス （19世紀 初頭 ，仏，帝政期 〉や バ ス

ル ス タ イル （オ
ー

バ
ー

ス カ
ー

トを腰部背面 で 束ねた S

字型 シ ル エ ッ トの 服，19 世紀後半〉，チ ュ
ーブ ラ イ ン

（2D世紀初頭）など流行の シ ル エ ッ トが変遷する と，

身体 の 理 想像 もまた変遷 し，コ ル セ ッ トや つ め もの を

用 い て流行に適合した身体が理想像 として作 り上げ ら

れ た ．女性 に比 し て男子服は 20 世紀 まで に ほ ぼ標準

化 され，肩 の 形 と幅，ジ ャ ケ ッ トの 長 さ，ラ ベ ル の 形，

ズ ボ ン の 幅 などに 変化は見 られ る もの の ，女子服ほ ど

極端 な流行 の 変遷 や そ れ に伴 う人 工 的 な身体の 歪曲 な

どは ほ とん ど認め られない ，

　カ イザ ー一　1 ］

はそ の 著書 『被服 と身体装飾の 社会心理

学』の な か で，
“
人 は 自分 の 身体を ど うみ る か ，そ こ

に は身体的，社会的，心理的 な 要 因が 働 く．身体像 や

身体的魅力に 関 して の 社会に おけ る基準 に よ っ て ，人

は 自分 の 身体像 を持 ち，それ に 満足 した り不満 を 覚 え

た りす るもの で あ る．それが また，被服 の 好 みや 態度

に 大 きな役割 を果 たす
”

と述べ て い る，自己 の 身体に

対す る 現状 認識 と身体的理 想像を明 らか に する こ とは ，

自己を他の 人 に どう ア ピー丿レ した い か とい う潜在的欲

求を顕在化 させ ，そ れ は 自己 ア ピール の 重 要 な 手段 の

一
つ で ある被服の トレ ン ドに も関与する．

　身体意識に 関す る 主 な報告に は，栄養 や 健康 上 の 視
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Table　 1．Means 　 and 　standard 　 deviations　for　age ，　body　height，　 weight 　and 　BMI 　of

subjectsAge

Height Weight BMI 判

Mean ± SD

　（year）

Mean ± SD
　 　 　 　 　 　 n
　 （cm ）

Mean ± SD
　 　 　 　 　 　 n 　 　 Mean ± SD　 　n

　 （kg）

Male　 　 　 20，9± 1．5　 554　 171，7± 7．8　 593　 　 62．2± 7．8　 59ユ　 　 21，1± 2．4　 591

Female　　 20．9± 1．3　 519　　158．0± 5．1　 551　　 49，3± 5．4　 485　　 19．7± 1，9　 485

＊ ’BMI ＝Body 　weight （kg）〆height（m ）
2．

点か らの 理想体型 の 追究
L”
，衣服設計 ヒの 立場か らみ

た肥 り痩 せ の 意 識 調査
3 ／

，体 つ きの 意識 と生 活行

動
’・，　t’1

，ラ イ フ ス タ イ ル や 行動パ タ ー
ン と 若年女性 の

身体状況 との 関連性を探 っ た もの
61
，若年層女 子の 痩

せ願望 の程度 を明らか に し よ うと した もの
T ．S ／

，など

が あげ ら れ る ．また ，フ ァ ッ シ ョ ン 関連産業 に よる 世

界の 主要 12都市の 若い 女性の 体 型，ラ イ フ ス タイル ，

生活意識 に 関する 国際比較 を目的 に した調査 な ども報

告さ れ て い る
91・，身体 に 対す る 意識形成の 背景に は ，

異性に どう見 ら れ た い か とい う男女相互 の 意識が深 く

関わ っ て い る の で は な い か とす る 説 も少な くな い が ，

従来 の 身体意識 に 関す る調査研究対象は そ の 多くが 若

い 女性 の み で あ り，それらの 説 は推測 の 域 を出て い な

い ．男女を対象とした 調査は 小 ・中学生 お よ び高校生

を 対象 と した 報告
1°
や 国外 の 報告

H ）
があ る の み で ，わ

が 国 に お い て 成人を対象とした もの はほ とんど見うけ

ら れ な い ．本研究 で は，身体に 対 す る意識 の あ りよ う

は
， 自己 ア ピー

ル の 重要な手段で ある被服 の トレ ン ド

に も関与して い る とい う観点か ら，自己 の 身体的 ア ピー

ル の潜在的欲求を顕在化す る た め ，若い 世代 の 男女 を

対象 として ，身体 に対 する自己認識 理想体型 ，理想

に 近 づ くた め の 行動，異性 に 対す る 好 み の 体型 な どを

調査 し， 男女 の 身体意識を両者の差異に 重点をお い て

明 らか に しよ うと した，

　2．調査対象 お よ び調査方法

　九州地方 の 専門学校，短期大学，大学お よ び大学院

に在籍する ユ8歳以上 30歳未満の 男女学生を調査対象

と して ，平成 14年 10〜11月に ，無記名の 質問紙調査

を面前記入法または配布回収法に よ り行 っ た．回収率

は，男子 80％ （598／748人），女丁一　98％ （557／568 人）

で あ っ た．調査 項目を以下 に示す．

  年齢，身長，体重 （全て 自己申告）

  自己 の 体型 お よび身体各部寸法に対 して 満足 して

い る か否か （不満足 の 場合に は，サ イ ズ をプ ラ ス に し

た い か マ イナ ス に した い か を選 択）。

  自己認識体型お よ び理想体型 （や せ 型，標準体 型 ，

筋 肉質型，太 り型か ら選択）．

  異性 に対 する好み の 体 型 （  と同様 の 体型 お よび

特に な しか ら 選択 ），

  身長お よ び体重の 理想値

  体型維持 ま た は 理想 体型 を目指 して行 っ て い る こ

と （回答 し易 くす るため，予想 される回答 13項 目を

設定し，実行経験お よ び 継続 の 有無 を記入 させた．集

計時 に 内容別 に 4 カ テ ゴ リ
ー

に 分類 して まとめ た）．

　なお，未記 入者 は回答 数 として 扱 わず，特に断らな

い 限 り原則 と して ，そ の 項 目ご との 回答数 を 100％ と

して 表 した ．

　 Table　1 に 調査対 象の 年齢 ，身長，体重 お よ び そ れ

らから算出 された BMI の 平均値 と標準偏差値を示す，

また Table 　2 に体型維持または 理想体型を目指 して行 っ

て い る こ とに つ い て の 質問 13項目お よ び 4 カ テ ゴ リー

を示す．

　調査対象の 出生地 は九州地方が最 も多く　（男 80％，

女子 83％），県別 で は福岡県 （男子 42％，女子 45％ ），

長崎県 （男子 13％ ，女子 20％ ），そ の 他 の 県 （男子 25

％，女子 18％）で ある、なお，無回答の 者は男子 13

％，女子 10％ で あ る，

　身長 ，体重お よび BMI の平均値を平成 12年度国民

栄養調査
L2〕

に よる全国平均 （20〜29歳の身長 ・体重 ・

BMI ：男子 171，0cm ・65．5　kg　
・22．4，女子 157．9　cm ・

51．1kg ・20．5） と比較す る と，男子の 身長 が 有意 に

高 く （p〈 0．05），体重 お よび BMI は 男女ともに有意

に小 さい とい う結果を得た （p〈 O．01），今回 の 調査サ

ン プ ル は ，男 子 は 全 国 平均に 比 べ て 平均 身長 が 高 く，

平均体重が軽 い ．また，女子は平均体重が 軽い とい え

る．こ れ らの こ とは，真に そうな の か，ある い は身長

お よ び 体重が 自己申告値で あ る こ とに よ る の か 明 ら か
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Table　2．　 Classi丘ed 　questionnaire　items　into　categories

Item Category

1　 Nothing

2　Doing　sports

3　Walking
4　亅ogging

5　Muscle 　training

Exercise

だ
U

冖
’

DO

Intermlttent　fasting

I・ledicine，　tea．　etc．　for　diet

Continual　ingestion　of 　diet　foodDiet
　food　or 　pills

9　 Limitation　of 　caiories

10　Taking　supPlements
ll　Abstaining　from　snacks

Healrhy　eating 　babits

12　Keeping 　a　regular 　life　style

l3　 Massage ．　sauna ，　etc ．

Regu 上ar 　life　style

　 and 　others

Multiple　answers ．

Height ”

　 100（％｝

Walst　girth絆
　　 Weight 艸

＊ Faceba
［anc

Lower ・limb　
−．一．Male

shape
牌

　 　 　 　 　 　 　 Femaie
　 　 100 （％）

30dyroportSon
章礁

　
一Height ・weight 　and 　　　　 − Shape 　and 　proportion ＿

　　　　　　girth　of 　body −

　 Fig，1．　 Ratio　of　subjects 　satisfied　with 　their　own 　body　shape
”

p 〈 0．01：Significance　differences　between　the　sexes ．

で は ない ．高校 生 を対象 と した 調査 に お い て ，体重 を

実測値よ りも過小 に 申告する 傾向が 認 め ら れ た とい う

報告 があ り
L3／
，本調査 に お い て もそ の 可能性 は 舎定 で

きな い ．しか し，大都市 の 居住者の 方が痩身の 割合が

高 い とい う報告 もあ り
fi．H

，今 回 の 結果 が そ れ らの い

ず れ に該当す る か は 不明 で あ る，

　3 ．結果 お よ び考察

　田　自己 の 体型に対す る 満足度

　自己の 身体各部 の 寸法 と プ ロ ポ ーシ ョ ン に 対 して 満

足 して い る者の 割合を Fig．1 に示す，

　 1）　身体各部 に対す る 満足度

　満足度の 高い 順 に身体部位を挙げ る と，男子で は，

腰 囲 66％ ，ド肢囲 50％ ，腹囲 48％ ，胸 囲 46％ ，体重

44％ ，上 肢囲 40％ ，身長 30％ で あ り，女子で は，身

長 42％ ，胸囲 37％ ，上 肢囲 23％，腰囲 22％ ，体重 17

％，腹囲 15％，下肢 囲 9％ と なる．女了
・は 全 て の 項

目 に お い て 50％ を下 回 り，身長 以 外 で は 男子 よ り満

足す る 割合 が 低 く，特 に 体重 や 上 半 身 お よ び ド半 身

の 周囲長 に 関す る項 目の 満足度が低い 傾向がみ られる

（p くO．Ol）．

　 2）　 プ ロ ポ ーシ ョ ン に対する満足度

　男子 で は ，下肢の 形 態 78％，顔の バ ラ ン ス 62％ ，

全体 の プ ロ ポ ー
シ ョ ン 49％ の 満足度 で あ る の に 対 し，

女 子で は，下肢 の 形態 37％，顔 の バ ラ ン ス 23％，全

体の プ ロ ＊
’一

シ ョ ン 12％ と全 て 男子 に 比 べ て 満足度
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…
　
−Male

　 　 　 　
− Fernale

Upper 　limb
girth

家 ＊

Bustgirth

　 　 　 　 　 Wa 量S亡
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Weight 宰 噛

　 　 　 　 　 girth
取 宰

Fig．2．　 Ratio　of　subjects 　desiring　to　increase　their

　　　　own 　body　size
料

ρ〈 0．Ol：Signi丘cance 　differellces　between 　the　sexes ．

が 著 し く低 い （p ＜ 0．01）．こ れ らの 結果 は Cohn ら
blI

の 「男子 より女子の 方が身体不満度が高 い 」とい う報

告 と一
致 して い る．また，2001年に   ワ コ ー

ル が行 っ

た調査
V ／

に お い て，日本人女子 は 欧米に比 べ て体型満

足度が低 い こ とが 報告され て い るが ，そ の 原 因 は 明 ら

か に さ れ て い な い ，こ れ は，日 本人女子の 身体理 想像

が背が高 くやせ 型，バ ス トが大 きめ の西洋型身体理想

像に近い こ と に よ る の で は ない だ ろ うか ．

　更に ， 身体各部に つ い て不満足 と回答した者 の うち，
サ イ ズや体重 を プ ラ ス に した い と回答 した，増志向者

の 割合 を Fig，2 に示す，

　 50％以 t：の 増志向項目 は，男子 で は 身長 （411／415

人，99％ ），上肢囲 （315／358人，88％）お よび胸囲

（268／321 人 ，83％ ） の 3 項 H で あ り，女子で は 身長

（269〆323人，83％ ） お よ び 胸囲 （31ユ／352人，88％）

の 2 項目で あ る ．また，全 て の 項目 に つ い て ，男子 で

は 増志向者 が い る が ，女 子で は 身長，胸囲の 2 項 目以

外に は 増志 向者がほ とん どい な い ．自己 の 身体に 不満

を有す る 者 の うち，男子 の 約 80％ 以 上 は 身長 が高 く

胸 囲 や 上肢が大 きくな る こ とを望み
， 女子 の 約 80％

以上は身長が 高 く胸囲が大きくなる こ とを望 んで い る

とい え る．

　〔2〕 自己認識体型 と理想体型 の 性差

　 自己認識体型 と理 想体型 を男女別 に 比較 した グ ラ フ

を Fig．3 に示す，自己認識 と理想 体型 い ず れ に も各

体型間の 比率に有意な性差 が 認 め られる （p 〈 0．Ol）．

　ユ）　 自己認識体型につ い て

　男子で は 標準体型 （38％ 〉 とや せ 型 （33％ ）で 71

％を占め る の に対 して，女子で は標準体型 （53％）と

太 り型 （27％ ） で 80％を占め て い る ．男子は 女子 に

比べ て
， 標準体型 と認識する者が 少な く，その 分やせ

型 と 認識す る 者が多 い 傾向 を示 して い る ，女子は男子

Male

一 Self− assessed 　body 　shape 一

Female

Male

Fem 且1e

一Ideal　body 　 shape − 　1

宰］

「

　 ＊ ＊

」

　 　 　 　 　 0　　 　　 　　 　 　 50 　　 　　 　　 　 　 100
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Ratio （％）

　　　 贐 Lean 　■ Normal 匚ヨMus ¢ u   r 團 Obese
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

＊ ＊ P〈 0．Ol

Fig．3．　 Differences　between　the　sexes 　in　self−

　　　　 assessed 　shapes 　and 　ideal　body　shapes

に 比 べ て ，標準体型 と認 識す る者が多 く，や せ 型認識

者が顕著に 少ない ．その 分太 り型認 識 者が 多い 傾向 が

み ら れ る ．先述 した ように，今回 の 調査サ ン プ ル の

BMI 平均 値 は男女 とも全国平均に 比 べ て 有 意 に 低 い

が，女 子に 比べ て 男子の み に やせ 型が多い とはい えず，

以上 の 結果は 男女間の 実態 の 差異 で は な く男女間の 認

識の差異に基づ くもの と考察され る．

　 2）　理 想体 型 に つ い て

　男子 で は 標準体型 （56％ ）と筋肉質型 （37％ ）で 93
％ を占め る の に 対 して ，女子 で は標準体型 （53％）と

や せ 型 （45％）で 98％ を占め て い る ．標準体型 を理

想 とす る者 の男女差はあまり認め られ ない が，筋肉質

型 とや せ 型 の 志向傾向に男女の 差異が 明 らか に 示 され

て い る とい え る．

　（3） 男女別理想体型と異性 の 好む体型 との 比較

　Fig，4 に ，先に （3｝
−2） で 述 べ た男 女別 理 想体型 と

異性の好む 体型 と の 比較 を示 した，

　男女ともに，理想体型 と異性 の 好む体型の各比率間

に 有意差が認め られ る （p〈 O．Oユ），男子 自身 の 理想体

型 と男子 に対す る女子の好み の体型は，両者 と も標準

体型 の 比率が最 も高い （男子理想 56％ ．女子 の 好み

52％ ）点で は
一

致す る が，両者の 差 異 は や せ 型 （男子

理想 6％，女子 の 好み n ％）と筋肉質型 （男子理想 37
％，女子 の 好み 28％） に み られ る．す なわ ち，男子

で は 筋肉質型 を理想 とす る者の 比率が 女子 の 好み よ り

高 く，やせ 型 を理想 とす る者の比率が低 い ．

　女子 自身の 理想体型 と女子に対する男子 の 好み の 体

型 は ，両者 とも標準体型 の 比率 が 最 も高 い （女子理想

53％，男子の好み 67％）点で は 男子 の 場合 と同様で

あ る が，標準体型 を好む男子の 比率 の 方が高 い ．また，
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両 者 の 差異 は や せ 型 （女 子理 想 45％ ，男子 の 好 み

20％ ） に 顕著に み られ，女子で は や せ 型 を理想 とす る

者 の 比率が男子の 好み よ り高い ．以 上 を ま とめ る と，

自分 自身の 理 想体型 と異性 の 好 む 体型 と の ギ ャ ッ プ は

男子よ りも女了 の 方に大 きい ．特 に，女子の や せ型志

向は 男子 の 好み よ りも顕著に高い 傾向が 認 め られ る ．

ま た，こ の 傾向 は ，女予自身に 対す る 程 で は ない が ，

異性 の 体型 に対す る好み に も反映され て い る．

　今回の 調査結果をみ る と，自分 自身の 理想体型 と異

性 の 好 み と は 必ず しも
一

致せ ず，異性の好み の 影響は

な い と は い えない が，女性の や せ志向に つ い て は，直

接 的 に 反映 して い る とは い え な い と考察 さ れ る．男子

の 筋 肉質志 向もまた同様の こ とが い える ．

　〔4 ； BMI 別に み た自己認識体型

　今まで 述 べ て きた 自己の 体型 に 対す る 認識 は 回答者

個々 の it観に 基 づ い て い る．日本肥満学会の 基準
二tt．

で

は ，BMI 　18．5 未満 をや せ ，18．5− 25未満を 普通 ，25

以 上 を 肥満 と定め て お り，男女とも 20 歳以上 で 22 を

標準 として い る．今回 は こ れ ら の 基準 を客観 的基準値

體膿 譏噸
．．

Desired 　body 　　ミ11
shape 　by 　females

56

一Male ＿

52 靉］一

　 　 　 　 亅
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fぐ）rthemse 且ves
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　 　 　 　 　 　 o

寧］
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Fig、4．　 Comparison　of 　ideal　body 　shapes 　by　each 　sex

　　　 and 　preference　of 　oPPosite 　sex

と して 用 い ，回答者の BMI と 自己認識体型 と に どの

程度の ギ ャ ッ プが み ら れ る かを比較 して みた （Table

3）．ただ し，こ こで は筋肉質型 を標準体型 と同等に扱 っ

た ． Table　3 の 網 か け部分は BMI と自己認 識が
一

致 して い る者 で あ る が ，男子の 約 65％ ，女 子 の 約

60％ が
一一

致 し て お り，男 子の
一

致度が有意 に 高い （p

〈 0．05〕．　 ・
致 し て い な い 者 〔男 チ約 35％ ，女 ∫

・
約

40％） の うち，男子 で は，BMI は 普通 で あ る の に や

せ 型 と認識 とす る 者が 24％ ，逆に太 り型 と 認識す る

者 が 9％ で あ る，女子で は，BMI が や せ で あ る の に 標

準体型 と 認識す る 者 が 15％，ま た ，BMI が 普通 で あ

る の に 太 り型 と認識する者が 22％ で ある，こ れ ら の

結果か らみ て ，男子は 自己 の体重 を過小 に 認識 し，女

子 は 過大 に 認識す る 傾向 が 認 め られ た ．若年層女子 が

自己 の 体重を 過 大 に 認識す る傾 向は，Takasaki ら
7

や福永 ら
A．

も指摘 して お り．今 同の 結果 と
一

致す る ，

　（5） 理想身長と理想体重

　1）　現在 の 身長 （自己申告値）と理想身長 と の 相 関

　現 在 の 身長 〔以 F 身長 と記す〉 と 理 想 身長 間 に

は，男女 ともに 1％水準 で 相関が 認め られた （男子 厂
；

O．56，女子 r＝O．60）．そ こ で 実際 は どの 程度 の 身長増

減を理 想と して い る か を 調 べ る た め ，1理 想 身長 と身

長の 差」 に つ い て 検討 を行 っ た．身長と 「理 想身長 と

身長 と の 差」 問 に は 1％水準 で有意な相関が 認め ら れ

る （男子 r＝− 0．56，女了 厂
＝ − O．58）．［理想 身艮

一

身長」値 と身長の散布図，お よ び 「理想身長 と身長 の

差」を 目的変数 （γ），身長 を説明変数 （X ） と した回

帰直線 を Ftg．5 に 示 す，傾 きは 男女 で ほ ぼ 平行 で あ

り，理想値 との 差 が 0 と なる 身長，す なわち，理想と

現状が
一
致す る身長 は 男了

・
で 18ユ．1cm ，女子で 163．4

cm と な る．自己の 身長に よ っ て 理 想身長は 異なる が ，

身長が理想 と現状 の
一

致点よ りk きくて もあ る い は 小

さ くて も理 想値 との 差 の 絶対値は 同様に大 き くな る．

Table　3．　 Actual　BMI 　of　subjects 　in　each 　classified　body　shape 　by　se］f−assessment

＼
　　　　Self−assessed

Under　18．5
18．5−250ver

　25

　 　 Lean　　 　　 　　 　 Nurmal

　 　 　 　 　 　 　 　 1　 〔8〕　　15　（73）
24（139）　　 1　　（4〕

0 （°） ° （0〕　 0 〔1）　9．！lと

　 Muscular　　　　　　 Obcse 　　　　　　　　　Total

　 Female　　 Male　　Felnale　　 Male 　　 Femaie

　　％   　　％ 〔n ）　 ％ （ノ∂　　 ％ （n ／，　 　 ％ 〔n ）

り 。｝ ・ （・｝ … ） 1 … 　 五 ・55） ・7〔128）

　　 　　　 　　 9　（50｝　　22（103｝　　　83し482｝　　　71〔339）
1　 〔8｝　　O　 （O｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　〔37）　　　 2　 （81｝

Total 34〔196，　　10　（48：1　　38〔225〕　　55〔262）　　14　〔85）・　11　〔51　　　14　〔78）　　24（1119）　　　lOO〔584）　　100〔475｝

　　 The 　 subjects 　 whQ 　 assessed 　 own 　 body 　 shape 　 correspend 　 with 　 ac しual 　BMI ．　 Criteria　 of　Japanese　 Society　 of 　 Obesity；
BMI ＝under 　18．5，　Lean ；18．5−25，　Normal 〔including　Muscular ［：over 　25，0bese．
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Fig．5．　Regression　lines　of　［ideal− actuall 　height　to　actual 　height

180

理想値と の 差を 回帰式に よ り算出する と，男子 の 平均

身長 171．7cm で は ＋ 4．7cm ，女子 の 平均身長 158．O

cm で は ＋ 2．6cm と な る．

　2）　 理想 身長 と理想体重 との 相 関

　 回答 され た 理想身長 と理想体重 間 に は 男女 と もに 1

％ 水準 で 有意 な相 関が認 め られ る （男子 r；O．60， 女

子 r＝0．54），理想 身長 と体重 の 散布 図お よび理想 体

重 を目的変数 （Y），理想 身長 を説 明変数 （X）と した

回帰直線を Fig．6 に 示す．また， こ れ ら の 回帰直線

と比較 す るため BMI 基準 に よ るや せ と肥 満 の 境界線

を図中 に示 した．理想 とす る身長，体重 の平均値 ・

標準偏差は 男子で は身長 176．9± 5．Ocm ，体重 64．3

± 7．7kg で あり，女子で は 身長 160．3± 4．3cm ，体重

46．3± 3．7kg で あ る．男子の 回帰直線は，理想身長約

170cm 以 ドで は BMI 基準で 普通 とやせ の 境界線に近

づ くが，それ以上 で は 普通 の 範囲 の ほ ぼ 中央を通 る．

女子 は 普通 と やせ の ほ ぼ境界線上 にあ り，理想身長約

150cm 以上 で はやせ の 範囲 を通 っ て お り ， 男 子に比

べ て 女子 の やせ 志向 が こ こ で も顕著 に み ら れ る．女子

で は 理想 身長が高 くなる ほ ど BMI が低 くな る 傾向を

示 して い る．

　以上 をまとめると，自己 の 身長 に よっ て 理想 身長 は

異な る が，身長が理想 と現状 の
一

致点よ り離れ る ほ ど

「理想 身長 と身長 の 差 」の 絶対値 が大 き くなる．つ ま

り身長が大 きくて もある い は小さ くて も理想値 との 差

の 絶対値 は 同様に大 き くな る ，ま た，男子 は BMI 基

準で普通 の体重 を理 想と し て い る の に対 し，女子はや

せ の 体重を理想 とする傾向が 明らか で ある．

　以上 ，3．一（2ト （6）に お い て ，男女 の 身体意識 を幾 つ

か に 分け て見て きた が ，そ れ ら を総合 して男女を比較

する と，（1）自己 の 身体の 満足度は男子 よ り女子の方

が 低 い ，（2）男子 の 身体的理想像 は 標準体型 か 筋肉質

型が大勢 を占め ， 高 い 身長 と太 い 胸囲 ・上肢 を望 ん で

い る の に 対 して ，女子 の そ れ は 標準体型 か や せ 型 で あ

り， 高 い 身長 と大 きめ の 胸囲 を望 ん で い る
， （3） 自己

の 理想体型 と異性 の 好 む体型は必ず しも
一

致 せ ず，そ

の ギ ャ ッ プ は 男子 よ りも女子 の 方 が 大 きい ，（4）自己

の 体重 を男子は過小に，女子は 過大 に 評価 す る 傾向 が

あ る ，（5）自己の 身長 に よ っ て 理想身長 は 異 な る が ，

身長が理想 と現状 の
一

致 点 （男子 で 181，1cm ，女子

で 163．4cm ） を離れ る ほ ど 「理想身長 と身長の 差」

の 絶対値が大 きくな る，（6＞理想体重 を身長 との 関係

（BMI 基準）で み る と，男子は普通体型 の 体重 を理想

と して い る の に対 し，女子は やせ 型の 体重 を理想とす

る傾 向がある．な ど の こ とが 明 ら か に な っ た．

　 日本 の 伝統的衣服 （和服）が 日常着で あっ た時代に

は
， 特 に女子 の 場合 ， 背が高 くバ ス トの 大 きい こ と は

衣服 を魅力的 にせ ず，む しろ 小柄 な ズ ン ド ウ型 を よ し

と した ，しか し，日常着の 洋装化は西欧型体型，すな

わ ち背が高 く，バ ス トが大 き くウエ ス トが細 い 凹凸 の

あ る身体 シ ル エ ッ トを よ しとす る美意識 の 変化を生 ん

だ．日本 の 若年層 女子が や せ 願望 ・ス リム 志向をもつ

傾 向
3”517 ／ti

　
1
は，1970年代 あ た りか ら目立 ち は じめ

る
15；，それ は戦後の 復 興もな り，衣食の 充足 な ど 生活

基盤 が 一一・応整 い ，若者 の 関 心 が 遊 びや フ ァ ッ シ ョ ン に

向か う余裕が出来て きた時期 と重 な る．当時世界的 に

流行 した ミニ ス カートに おけ る理想的身体像はモ デ ル

の
“
ツ イギー”

で あ り，文字通 り小枝 の よ うな ほ っ そ
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Fig　6．　 Regression　lines　of　ideal　weight 　to　ideal　height

り した 身体 が 理 想 と さ れ た ．現在の フ ァ ッ シ ョ ン 界 に

おけ る 西欧型身体理想像 は ス
ーパ ー

モ デ ル に象徴され

るように，背が高 く手足 が 長 くや せ て い る事で あ る．

西欧型体型 は 日本人 と比べ ，や せ て い て もあ る程度の

バ ス トサ イ ズ は 保持 され て い る の が特徴で あ る．今同

の 結果をみ る と，女性の 場合，背が高 く痩せ型，大 き

め の 胸囲志向は ま さ に それ ら フ ァ ッ シ ョ ン 界に お け る

西欧型理想像を志向して い る とみ る こ とが で きる ．

　
一
方，男子 の 場合 に つ い て み る と，男性の フ ァ ッ シ ョ

ン は 20 世紀 以 降大きな変化が な く，身体理想像 に対

する流行 の 影響 もさして 大きくは ない とみ られる．

　Kaga♂ は
“
背が高く，筋肉質の 体格 は，基本的 な

男性型 の 特性で あり，女性の好み に拘わ らず男子はそ

うい う体型に な りた い と 思 っ て い る
”

と述 べ て い る．

また，背の 高い 男性は 低 い 人 よ りも魅 力的 だ と 思 わ れ

て お り，背 の 高 さはその 人 の 特性や 能力の 評価 に 影響

を与える傾向がある とす る報告 もあ る
［7；−L9〕．日本人男

性 につ い て の それ ら社会心理 学 的研究報告例 は 見あた

らな い が，日米の意識 に 大 きな差異がな い とする と，

今回 の 男子の
“

高 い 身長 と筋肉質
”

志 向 は 基本的男性

型志向に 基 づ く身体意識 の 現 れ とみ る こ とが で きる．

我が国に お ける近年 の 生活環境や栄養状態 の 改善に伴

う体位 の 向上 な ど が，自己 の 身体に対す る満足感が 女

子 よ り高 く な っ て い る 理 由 で は な い だ ろ うか．

　今回 の 調査結果 を み る と，自分 自身の 理 想体型と異

性 の 好み とは 必ず しも
一

致せ ず，そ の ギ ャ ッ プ は 男子

よ り も女 子の 方 に 大 きい ．異性の 好み の影響は な い と

は い えない が，女性 の や せ志向に つ い て は，直接 的 に

反映 して い る とは い えな い ．女性が経済力を持 たず，

自立 で きな い 男性依存社会や時代 に は，理想 的身体像

は 男性 の 好 み と
一

致す る 必 要 が あ っ た．現代 に おけ る

女性 の 高学歴化，経済力，地位 の 向上 は，男性依存か

ら女性 を解放 し，男性 の 好み に よ る 束縛 か ら も多 くの

女性 の 意識 を解放 した とい える の で は ない か．現代女

性 に は男性 の 目 よ りフ ァ ッ シ ョ ン 意識 を優先 させ る傾

向が よ り強 い の で はな い か と考察 され る ．

　樹 　体型維持また は 理想体型 に 近 づ くた め の 行動

　1）　行動の種類 と それ らの 経験お よび継続状況

　体型維持 また は 理想体型 に 近づ くため の 行動 の 種類

とそ れ ら の 経験 お よ び 継続状況 に つ い て の 結果 を 次 に

述べ る．回答 し易 くするため，予想され る 回答 13項

日を 設定 し回答 させ た が ，集計時 に ，Table　2 に 示す

よ う に ，類似 した内容別に 4 カ テ ゴ リ
ー

に分類 した．

4 つ の カ テ ゴ リ
ー

別 に行動 の 実行経験者 と，継続 者 の

男女別比率を Fig．7 に 示す．

　男子で は全て の カ テ ゴ リ
ー

間 に有意差 が認め られ

〔p ＜ O．Ol＞，「運動」78％，「健康的食生活」25％ ，「規

則 正 し い 生 活 ・そ の 他」 19％ ，「ダ イエ ッ ト食 ・
薬 の

摂取」9％） の 順位 とな っ て お り，「運動 1経験者 が 最

も多 い ．女子 で は 「運動」 65％，「健康的食生活」5］

％．「規則正 しい 生活 ・そ の他」49％ ，「ダ イエ ッ ト食 ・

薬 の 摂取」 21％ で ，男子 と同じ順位で ある が ，「健康

的食生活」 と 「規則正 し い 生 活 ・そ の 他」 間 に は 有意

な差 は 認 め られない ．男女を比較す る と，4 カ テ ゴ リ
ー

全 て に お い て男女 間 に有意な差 が 認 め られ （p ＜0．OD ，

「運動」の み は男子 の 比率が 高 い がそ の 他で は，女子
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の 比率が 高くな っ て い る．つ ま り，男子の行動は 「運

動」中心 で ある の に対 して ，女子の 行動は多岐に わ た

る傾向が み られ る ．

　何 ら か の 行動 を実行経験 して も そ れ ら が 継続 され て

い る とは 限 ら ない ．現在に わ た る継続者こ そ真 の 実践

者とみ なすこ とが 出来る．継続者比率は どの カ テ ゴ リー

に お い て も，男女 と も減少 して い る が ，男女 間の 比率

に は全て 有意差が認 め られ る （p＜ 0．Ol）．男子 で は 健

康的食生 活 と規則 正 し い 生 活
・
そ の 他間 を 除 く全 て の

カ テ ゴ リ
ー

間 に 有意差が認 め られ （p〈 e．Ol）， 「運動」

40％，「健康的食生活」 896，「規則正 しい 生活 ・そ の

他」 6％，「ダイエ ッ ト食 ・薬 の 摂取」 1％ の 順位 で ，

「運動」継続者の 比率が最も高い ．女子で は 「ダイエ ッ

ト食 ・薬 の 摂取」 4％が他 の カ テ ゴ リ
ー （運動 16％，

規則 正 し い 生 活 ・そ の 他 16％
， 健康的食生 活 15％ ）

に 比べ て継続比率 が 低 くな っ て い る （p ＜ 0．Ol）．体型

維持また は 理想 の 体型 に近 づ くため の 行動と して ，男

子 は女子 に 比 べ て 「運動」を実行実践 し，継続す る 比

率が比較的高 い の に 対 して ， 女子 で は実行す る行動が

多岐に わ た り，経験率が高い 割 に は継続率が低 い 傾 向

が み ら れ る．

　2） BMI 別 に みた各カ テ ゴ リ
ー
行動の 実践者比率

　BMI を 基準 と して ，や せ ，普通 ，肥 満 の 体型別 に

み た各 カ テ ゴ リ
ー

の 行動実践者 （継続者） の 比率を

Fig．8 に 示す．男子 で は，「運動」 に お い て ，　 BMI が

18．5未満者 と 18．5 以上 の 者の実践比率に有意 な差が

認め ら れ （〆 0，05），や せ （BMI 　I8．5 未満） の 「運

動」実践比率が低 い ．また，5％水準以上 で の 有意 な
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九 州 地 方の 調査 に基づ く男女学生間に おける身体意識 の比較

差異 は 認 め られなか っ たもの の ，女子 で は 「運動」以

外 の カ テ ゴ リーで は ，BMI が 高 い ほ ど実 践者比率が

高い 傾向が みられ る の に対 して ，男子 で は 「健康 的食

生活」で は逆に BMI が高 い ほ ど実践比率 が低 い 傾 向

が み ら れ る ．

　以 上 述べ て きた こ とをまとめ る と，体型維持 また は

理想体型 に 近 づ くた め の 行動と して ，男子 は 女子 に 比

べ て 「運動」 を実践す る比率が 高 く，BMI が 高 い ほ

ど実践率が上が る傾向を示す，また，女子 は行動 の 種

類が多岐 に わた り，い ず れ も男子 よ りも経験率が高い

割 に は継続率が低 い が ，男子 と 同様 BMI が高 い ほ ど

実践率が上 が る傾向を示す，

　カ イ ザ ー2「1
．
は 「被服 と 身体装飾 の 社会心理学」の な

か で ，ル ドフ ス キ ー
（Bernard　Rudofsky，1971）の

“

人は 自分 の 身体に基本的 に は満足 して い な い の で は

な い か
”

と の 言 を 引 い て ，不満足感が向上 しよ う と努

力 させ，また フ ァ ッ シ ョ ン を定期的に変えて い る 動機

とな っ て い る こ とを示唆し て い る ．今回の 結果 をみ る

と，男 女と も，BMI が高 い ほど何 らか の 行動の 実践

率が高 く，そ れ ら は 必ず しもす べ て 継続 され て は い な

い に して も，身体的満足感 を得 る た め に 努力す る 傾 向

が うかが われた．

　以上 の こ とか ら，今回 の 調査結果は以 卜
．
の よ うに 結

論づ け ら れ る ．すな わ ち，若 い 女性は 自身の 身体 に つ

い て ，背が高 くや せ型，大 きめ の胸囲志向を持 っ て お

り，それ らの 意識は現在の フ ァ ッ シ ョ ン 界 に お け る 西

欧型理想像に根ざして い る．また，男性は背が高く筋

肉質志向で あ り，それらの 意識 は時代や フ ァ ッ シ ョ ン

に よ る影響 とい うよ り基本的な男性嗜好 の 体型 特性 で

あ る．男女 各々 の 身体志向は ，異性の 好み の 影響よ り

も，自らの 意志 に よる こ とが大 きい ．また，男女とも

に 体型維持 または 理 想体型 に近 づ くた め ，継続率 は 低

い なが ら も何ら か の努力を して い る傾向にある．

　4．ま と め

　九州地方 の 男 了
一
学生 598入お よび女子学生 557人 の

身体意識 を調査 し，両者を比較対照する こ と に よ り性

差を検討 した が ， 結果 は 以下 の 通 りで あ る．

　山 　全般 に男子 に 比べ 女 r一の 方が身体満足 度が低 い ．

身体 に 不満 を有する 者の うち，男子 の 約 80％ 以上 は

高い 身長 と大 きめ の 胸囲 や E肢 を望 み ，女子の 約 80

％ 以 Lは 高 い 身長 と大きめの 胸囲を望 ん で い る ．

　Il　2） 理想体型 に つ い て ，男 了・で は 標 準 体 型 （56％ ）

と筋肉質型 （37％）で 93％ を占め る の に対 し て ，女

子 で は 標準体型 （53％ ） と や せ 型 （45％ ） で 98％ を

占め，筋肉質型 とや せ 型の 志向傾 向 に 性差 が認め られ

る．

　（3） 自己 の 理 想体型 と異性 の 好む体型との ギ ャ ッ プ

は 男子 よ りも女 r一の 方に 大 きい ．特に，女子 の や せ 型

志 向 は 男子の 好み よ りも顕著 に 高い 傾向が認 め られ る．

また，こ の 傾向は，女子 自身 に 対する程 で はな い が，

異性 の体型 に対する好み に も反映 され て い る．

　（4〕 BMI に よる 日本肥満学会の 基準 に 基 づ く体格

評価 と自己認識体 型が不
・
致 の 者 は女 子の 方に 多 く

（男子約 35％，女子約 40％），自己の 体重 を男子は過

小 に．女了
一
は 過大 に 認識す る 傾向 が 認 め られ る ．

　樹 　男女 と もに ，現在 の 身長 と 「理想身長と現 身長

との 差」間 に は 逆相関が認め られ，現 身長 に よ っ て 理

想身長 は異なるが，現身長 が理想と現状の一致点 （男

子 で ユ81．lcm ，女子で 163．4　 cm ） よ り離 れ る ほ ど

「理想 身長 と身長の 差」の 絶対値が 大きくな る ．また，

理想身長 と埋想体重問 に は 男女 と もに 相 関が認め られ

る．理想身長 に対する理想 体重 の 回帰直線 をみ る と，

男子の 回帰直線は BMI の 「普通」 の 範囲 の ほ ぼ 中央

を 通 る が，女子 は 「普通」 と 「や せ 亅の 境界線上 に あ

り，男子 に 比べ て 女 子の や せ志 向が顕 著に み ら れ る ．

　 1：6） 体型維持 また は 理 想体型 に 近 づ くた め の 行動 と

して ，男子は 女了に 比 べ て ギ に 「運動」 を実践する比

率 が 高 く，BMI が高 い ほ ど実践率が 上 が る 傾向を示

す．また．女子 は 行動 の 種類 が 「運 動」 の 他 ，「規則

正 し い 生活 ・
その 他」，「ダ イエ ッ ト食 ・薬 の 摂取」，

「健康的食生 活」，「規 則正 しい 生活 ・そ の 他」 な ど多

岐 に わ た り，い ず れ も男 了よ りも経験率が高 い 割に は

継続 率が低 く，BMI が高 い ほ ど実践率が 高 い 傾向を

示す ．

（377）
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